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 中核病院の診療情報をK-MIX参画施設で閲覧できます。 
•  複数の中核病院の情報を時系列に見ることができる。 
•  閲覧可能な情報は、患者基本情報、アレルギー情報、 
•  各種オーダ情報、検査結果(画像含む)／レポート情報、 
•  カルテ記載情報など (公開範囲は各病院で決定) 
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     K-MIX+の新機能 

 薬剤情報を地域レベルで標準化(HOTコード) 
• 複数医療機関を横断して参照する際に分かりやすく表示 
• 中核病院で処方オーダ時にアラームを出し、重複投与を抑制 
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3  検査結果情報を地域レベルで標準化(JLAC10コード) 
• 複数医療機関を横断して参照する際に分かりやすく表示 

4  既存ネットワークとの融合 
• シングルサインオンによる利便性の向上 

＊    ～    は香川県での独自機能です。 

異なる医療機関の検査情報をグラフ化できること、処方情報を 
時系列で表示する機能に関して、→  全国初の取り組みです。 
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香川県産業成長戦略 



１．前提条件 
ＪＩＣＡ草の根技術協力事業は、人を介した「技術協力」である。 

タイ王国 

技術協力 

遠隔医療支援プロジェクト実行委員会 
・香川県 
・香川大学 
・香川県医師会 
・香川県看護協会 
・NPO法人 e-HCIK 
・NPO法人 BHNテレコム支援協議会 
・株式会社 STNet 
・株式会社 ネットワンシステムズ 
・株式会社 ミトラ 

日本（特に香川）で培った技術 



２．JICA草の根事業（周産期システム）概要 

チェンマイ大学病院 

チェンマイ大学病院から約100ｋｍ 

●Doi Tao病院 ●Hod病院 

CTGデータ 

チェンマイ大学病院から約140ｋｍ 

遠隔 
周産期システム 

遠隔指導 遠隔指導 

●チェンマイ大学 CAT（タイ通信公社） 保健省 

● 

●Mae Chaem病院 

チェンマイ大学病院から約150ｋｍ 

CTGデータ 遠隔指導 

● 
● 

● ● 

CTGデータ 



5．JICA草の根事業（周産期システム）状況③ 
現地導入調査（モバイルＣＴＧ利用について） 

2014/8/31～2014/9/6 

４施設（チェンマイ大学病院、ドイタオ病院、ホッド病院、マチャ
ム病院）にて、モバイルＣＴＧの利用調査を行う 



厚生労働省は安倍総理大臣のラオス訪問時に、
保健・医療分野での協力に関する覚書に署名 



【参考】ラオス首相の香川県訪問の模様 

○ 昨年１２月の日ＡＳＥＡＮ特別首脳会議で訪日したラオス人民民主共和国のトンシン首相が、香川県
を訪問し我が国の妊産婦向け遠隔医療システムを視察。 

 ・日時：２０１３年１２月１６日（月）９：０５～９：３５ 
 ・場所：香川県医師会館 

（左：森下 香川県医師会会長、右：トンシン ラオス首相） （日ラオス間をインターネットで結んだ医師間カンファレンスのデモ） 

（香川県と岩手県をインターネットで結んだデモを実施①） （香川県と岩手県をインターネットで結んだデモを実施②） 



ラオス ルアンパバン郡病院 











政府のＩＴ戦略、 母子健康手帳の電子化 

1 2008年7月 
北海道で洞爺湖サミットが開催され、世界的に取り組みが遅れている 
乳幼児死亡率の低減や妊産婦の健康改善の具体的貢献策として、 
日本発祥の「母子手帳」の普及など新しい国際協力を打ち出した。 
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3 

2008年7月 
独立行政法人国際協力機構（JICA）のビジョンとして、 
日本は戦後、母子保健の増進と感染症対策を中心に取り組み、保健医療システム
の強化や地域保健活動、母子健康手帳の開発・普及などを通して妊産婦死亡率や
乳幼児死亡率を改善させてきた。JICAは、そうした日本の経験やノウハウを生かし

て、開発途上国の母子保健向上のための国際協力を積極的に展開すると発表し
た。 
 
日本で発展した母子手帳は、インドネシアをはじめアジアに広がりつつあるほか、
アラビア語初の母子手帳がパレスチナで作成され、全域への普及が進んでいる。 

4 タイ、チェンマイ地域（JICA)、ラオス（総務省）、インドネシア（BHN、AP2）におけ 
る周産期電子カルテ、電子母子健康手帳のプロジェクト 



現在は、30か国以上の国や地域で活用されています。 

世界の母子健康手帳の利用状況（2015年1月時点） 
※上記は、HANDSが過去や現在に把握した範囲での情報をお知らせしています。  ハンズHPより 



 
原先生から頂いた資料より 
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多目的サーバ 構成 

電子母子手帳 K-MIX K-MIX+ 

データベース・サーバ 

国交省事業 

NTTドコモ 
電子母子健康手帳 

他地域・会社 
電子母子健康手帳 

MobileCTG 

いーはとーぶ 
他地域周産期 

電子カルテネットワーク 
海外（タイ・チェンマイ） 
電子母子健康手帳 

予防接種管理 
プログラム 

その他 

香川大学瀬戸内圏 多目的サーバ・ラック 

破線はラッキングされる1つのサーバ 
または仮想環境 

DB 
サーバ 

統合連携基盤 
SS-MIX/HL7/IHEインタフェース 

その他 

・・・・・ 日母フォーマット 
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